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包
括
的
な
地
域
ケ
ア
政
策
と
実
践

の
研
究�

文
理･

上
之
園 

佳
子
教
授

地
域
に
お
け
る
協
働
社
会
の�

形
成
に
向
け
て�

法・福
島 

康
仁
教
授

　

上
之
園
教
授
の
こ
れ
ま
で

の
歩
み
は
、
そ
の
ま
ま
社
会

福
祉
や
介
護
福
祉
の
軌
跡
を

一
に
し
て
き
た
。
社
会
へ
の

出
発
点
は
医
療
分
野
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
社

会
保
障
の
大
幅
な
制
度
拡
充

が
実
施
さ
れ
た
頃
で
あ
る
。

　

や
が
て
保
健
師
と
助
産
師

の
資
格
を
取
得
し
、
保
健
分

野
で
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、

家
族
の
相
談
支
援
に
携
わ
る

な
か
、
地
域
で
生
活
を
す
る

人
々
に
保
健
医
療
と
と
も
に

ト
ー
タ
ル
で
ケ
ア
し
て
い
く

た
め
の
基
盤
と
な
る
社
会
福

祉
に
つ
い
て
関
心
を
も
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
実

践
が
今
の
研
究
の
原
点
と
な

っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
「
社
会
福
祉
及
び

介
護
福
祉
法
」
が
制
定
さ

れ
、
国
家
資
格
が
昭
和
63
年

に
誕
生
し
た
。
そ
れ
ら
の
養

成
教
育
に
携
わ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
が
教
員
に
な
る
き
っ

か
け
だ
っ
た
。
そ
の
後
に
本

学
へ
移
っ
た
の
も
、
国
家
試

験
の
受
験
を
目
指
す
社
会
福

祉
コ
ー
ス
が
文
理
学
部
で
設

立
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。
社

会
福
祉
の
専
門
教
育
を
さ
ら

に
充
実
す
べ
く
、
昨
年
に
は

社
会
福
祉
学
科
が
誕
生
し
た

こ
と
で
、
そ
の
責
任
も
ま
す

ま
す
重
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
変
遷
ぶ
り

は
、
同
様
に
上
之
園
教
授
の

護
保
険
法
に
お
け
る
訪
問
介

護
の
規
定
」
や
「
在
宅
介
護

の
質
と
構
造
の
変
容
」
な

ど
、
実
践
現
場
に
通
じ
た
点

が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
の
「
介
護
に
お
け

る
腰
痛
対
策
の
実
態
と
予
防

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
「
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
質
的
な
あ

え
な
い
と
、
多
元
的
に
見
え

て
こ
な
い
。
実
践
の
視
点
か

ら
法
制
度
の
研
究
を
し
た
い

と
、
そ
の
た
め
國
學
院
大
學

大
学
院
法
学
研
究
科
で
研
究

し
た
成
果
が
、そ
の
後
の「
法

令
に
み
る
介
護
概
念
と
社
会

保
障
の
史
的
研
究
」
や
「
高

齢
者
の
社
会
保
障
と
介
護
保

の
質
や
確
保
は
不
可
欠
で
あ

り
、
介
護
福
祉
従
事
者
が
健

康
に
働
く
環
境
改
善
は
緊
要

な
課
題
で
あ
る
と
い
う
。

イ
ギ
リ
ス
で
の
研
究

　

そ
し
て
今
、
教
授
は
サ
バ

テ
ィ
カ
ル
研
修
制
度
で
イ
ギ

リ
ス
中
部
に
あ
る
シ
ェ
フ
ィ

ー
ル
ド
大
学
で
在
外
研
究
を

行
っ
て
い
る
。
同
大
学
は
イ

ギ
リ
ス
で
も
保
健
医
療
と
福

祉
の
モ
デ
ル
事
業
を
展
開
す

る
先
進
地
域
。
そ
こ
で
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
政
策
の
動
向

と
そ
れ
を
実
践
す
る
現
場
の

両
側
面
か
ら
調
査
研
究
す
る

一
方
、
地
域
で
の
包
括
的
な

ケ
ア
の
課
題
を
お
互
い
に
情

報
交
換
す
る
の
が
目
的
だ
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
本
人
を
主

体
と
し
た
支
援
、Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生

活
の
質
）
の
向
上
と
言
う
共

通
す
る
課
題
で
あ
る
。

　

日
本
で
の
ケ
ア
政
策
と
し

て
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
地
域

で
の
保
健
医
療
と
福
祉
、
地

域
住
民
の
活
動
な
ど
に
よ

り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ

と
を
支
え
る
た
め
の
包
括
的

な
支
援
を
め
ざ
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
多
様
な
専
門

機
関
や
地
域
住
民
が
協
働
し

て
い
く
こ
と
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

イ
ト
す
る
社
会
福
祉
士
は
重

要
な
役
割
を
も
つ
。
そ
の
協

働
シ
ス
テ
ム
の
課
題
は
イ
ギ

リ
ス
で
も
共
通
し
て
抱
え
て

い
る
よ
う
で
、
そ
の
点
は
福

祉
教
育
で
も
同
じ
で
奥
深
さ

で
も
あ
る
の
だ
と
い
う
。

社
会
福
祉
学
科
と
地
域

　

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
文

理
学
部
の
社
会
福
祉
学
科
・

社
会
福
祉
コ
ー
ス
で
は
様
々

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

じ
、
地
域
社
会
へ
貢
献
で
き

る
専
門
性
を
高
め
実
践
的
な

力
を
培
っ
て
い
る
。
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
発
見
、
住
民
と
共

に
支
援
活
動
す
る
組
織
づ
く

り
、
地
域
の
専
門
機
関
と
の

連
携
な
ど
学
生
が
主
体
的
に

活
動
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。
桜
麗
祭
（
学

部
祭
）
で
は
地
域
で
の
和
を

ひ
ろ
げ
る
機
会
を
学
生
達
が

積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
。

　

だ
が
、
社
会
福
祉
が
充
実

す
る
た
め
に
は
新
た
な
課
題

も
次
々
と
浮
上
し
て
、
研
究

課
題
は
膨
ら
む
ば
か
り
。
教

授
を
支
え
る
の
は
、
理
想
の

福
祉
へ
の
熱
い
思
い
で
あ

る
。

　

上
之
園
　
佳
子
（
あ
げ

の
そ
の
・
よ
し
こ
）
平
成

13
年
日
本
大
学
文
理
学
部

専
任
講
師
、
18
年
准
教

授
、
23
年
教

授
。
そ
の
間
國

學
院
大
学
大
学
院
法
学
研

究
科
、
日
本
女
子
大
学
大

学
院
人
間
社
会
研
究
科
に

て
研
究
。
専
門
は
介
護
福

祉
学
、
地
域
ケ
ア
論
。
日

本
介
護
福
祉
学
会
（
理

事
）、
日
本
社
会
福
祉
学

会
な
ど
に
所
属
。
著
書
に

『
少
子
高
齢
化

－
21
世
紀
日
本

の
課
題
』（
共
著
・
文
眞

堂
）、『
介
護
福
祉
総
論
』

（
共
著
・
第
一
法
規
出

版
）
な
ど
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

　

福
島
　
康
仁
（
ふ
く
し

ま
・
や
す
ひ
と
）
昭
和
61

年
本
学
法
学
部
卒
。
本
学

大
学
院
法
学
研
究
科
に
進

学
。
財
団
法
人

行
政
管
理
研
究

セ
ン
タ
ー
研
究
員
、
四
日

市
大
学
専
任
講
師
を
経
て

本
学
法
学
部
専
任
講
師
。

平
成
22
年
か
ら
教
授
。
専

門
は
地
方
自
治
論
。
著
書

に
『
地
方
自
治
論
』（
共

著
・
弘
文
堂
）『
ソ
ー
シ

ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
格
差

社
会
』（
共
著
・

東
京
大
学
出
版

会
）『
必
携
自
治
体
職
員

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
共
著
・

公
職
研
）
な
ど
。
東
京
都

出
身
。
51
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

地
域
で
の
多
職
種
ケ
ア
の
協
働

自
分
ら
し
い
人
生
の
継
続
を
サ
ポ
ー
ト

　

福
島
教
授
は
「
地
域
活
性

化
の
た
め
に
官
民
連
携
を
中

心
に
多
様
な
ア
ク
タ
ー
間
で

さ
ま
ざ
ま
な
連
携
が
巡
ら
さ

れ
た
地
域
社
会
を
つ
く
り
た

い
」
と
、
そ
の
た
め
の
制
度

設
計
を
研
究
、
実
務
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。
テ
ー
マ
は

大
き
く
分
け
て
①
条
例
の
制

定
な
ど
に
よ
る
協
動
会
社
の

制
度
設
計
②
行
政
評
価
制
度

の
設
計
③
住
民
か
ら
の
苦
情

処
理
シ
ス
テ
ム
制
度
の
設
計

の
三
つ
。
背
景
に
は
財
政
の

厳
し
さ
と
、
行
政
が
講
じ
ら

れ
る
手
法
の
限
界
と
い
う
地

域
の
現
状
が
あ
る
。

素
案
の
審
議
に
タ
ッ
チ

　

①
に
関
す
る
事
例
に
、
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
制
定
に

関
す
る
仕
事
が
挙
げ
ら
れ

る
。
新
潟
・
十
日
町
市
で
は

こ
の
４
月
か
ら
「
十
日
町
市

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
が

施
行
に
な
る
が
、
福
島
教
授

は
そ
の
素
案
の
審
議
に
審
議

会
会
長
と
し
て
携
わ
っ
た

（
成
立
は
昨
年
9
月
）。
現

地
で
の
会
議
に
隔
週
で
臨

み
、
間
の
週
に
は
関
係
者
が

上
京
し
て
打
ち
合
わ
せ
を
重

ね
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
は

ま
ち
を
つ
く
る
基
本
ル
ー

ル
、
方
向
性
や
住
民
・
行
政

の
役
割
な
ど
を
定
め
る
も
の

で
、
時
に
「
ま
ち
の
憲
法
」

と
も
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
ま
ち
に
必
要
な
も
の
を
市

民
の
目
線
で
つ
く
る
の
が
ポ

イ
ン
ト
。
埼
玉
・
川
口
市
の

市
民
参
加
条
例
制
定
（
平
成

24
年
）
に
あ
た
っ
て
も
審
議

会
の
副
委
員
長
を
務
め
、「
自

分
の
研
究
し
た
成
果
を
こ
う

し
た
形
で
社
会
に
還
元
し
、

実
務
の
成
果
と
研
究
の
成
果

を
双
方
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

と
話
す
。

　

②
の
行
政
評
価
制
度
は
行

政
が
自
ら
の
業
務
を
評
価
す

る
も
の
。
そ
れ
に
客
観
性
を

も
た
せ
る
の
が
外
部
評
価
制

度
で
外
部
の
第
三
者
が
評
価

す
る
制
度
。
行
政
の
〝
自
己

評
価
〟
を
再
評
価
す
る
こ
と

で
市
民
の
感
覚
を
反
映
さ
せ

る
も
の
で
、
福
島
教
授
は
東

京
・
狛
江
市
で
外
部
評
価
委

員
会
副
委
員
長
を
、
東
京
・

中
野
区
で
は
外
部
評
価
委
員

会
の
委
員
長
を
か
つ
て
務
め

た
。
具
体
例
と
し
て
、
有
害

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
研
究
も

　

そ
し
て
「
こ
れ
は
目
下
、

研
究
の
み
の
段
階
」
と
い
う

③
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
発
祥

の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
と
そ

れ
に
擬
せ
ら
れ
る
日
本
の
行

政
相
談
委
員
に
つ
い
て
の
研

究
。
前
者
は
権
限
を
持
っ
た

監
察
官
が
自
ら
あ
る
い
は
市

民
か
ら
の
苦
情
を
受
け
て
調

査
・
勧
告
す
る
行
政
監
視
制

度
で
、
後
者
は
総
務
省
か
ら

任
命
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員

が
国
民
か
ら
の
相
談
を
受
け

て
行
政
機
関
に
あ
っ
せ
ん
す

る
。
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
つ
い

て
は
先
進
国
の
一
つ
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
研
究
を

重
ね
て
い
る
福
島
教
授
は

「
当
面
、
日
本
で
は
国
レ
ベ

ル
で
は
行
政
相
談
委
員
が
代

わ
り
に
機
能
す
る
こ
と
に
期

待
す
る
」
と
指
摘
す
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
研
究
の

延
長
で
、
文
部
科
学
省
の
科

学
研
究
費
助
成
事
業
に
採
択

（
同
24
年
度
）
さ
れ
た
「
地

域
力
」
の
強
い
社
会
づ
く
り

を
目
指
し
た
調
査
研
究
で
研

究
分
担
者
に
も
な
っ
た
。

　

教
育
の
場
で
は
公
務
員
採

用
試
験
合
格
を
目
指
す
学
生

を
対
象
と
し
た
行
政
科
研
究

室
の
指
導
教
員
も
務
め
る
だ

け
に
ゼ
ミ
生
に
も
公
務
員
志

望
者
が
多
く
、
ゼ
ミ
で
は
自

治
体
の
政
策
を
調
べ
て
報
告

者
独
自
の
切
り
口
で
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
や
り
方

が
定
着
。
昨
年
夏
は
富
岡
製

糸
場
の
世
界
文
化
遺
産
登
録

に
沸
く
群
馬
・
富
岡
市
に
赴

き
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
関
係
者
か
ら
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
し
た
。
さ
ら
に
は

学
生
が
政
策
提
言
を
競
う
自

治
体
主
催
の
大
会
に
積
極
的

に
参
加
。
埼
玉
・
さ
い
た
ま

市
、
京
都
・
京
田
辺
市
の
大

会
な
ど
に
毎
年
出
場
す
る
一

方
、
学
部
祭
で
は
行
政
相
談

委
員
の
出
張
相
談
に
も
学
生

と
共
に
協
力
し
て
い
る
。

　

福
島
教
授
は
「
ゼ
ミ
で
は

地
域
課
題
を
見
つ
け
て
自
分

で
解
決
策
を
考
え
る
企
画
マ

ン
を
育
て
て
い
る
感
じ
で
し

ょ
う
か
。
公
民
連
携
や
〝
民

民
〟
の
連
携
が
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
。
日
頃

か
ら
自
ら
が
ア
イ
デ
ア
を
地

域
に
提
供
し
て
地
域
活
性
化

を
図
っ
て
い
か
な
く
て
は
と

考
え
て
い
ま
す
」と
話
し
た
。

在
を
指
摘
し
て
保
護
者
啓
発

事
業
の
必
要
性
を
提
言
し
た

例
な
ど
が
あ
る
と
い
う
。

図
書
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
継
続

設
置
に
疑
問
を
呈
し
、
よ
り

有
害
な
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
の
存

昨年11月の「学生政策提案フォーラムi nさ
いたま」で福島ゼミチームが最優秀賞を受
賞。2年連続の同賞受賞だった（福島教授の
右側は清水勇人さいたま市長＝同市の武蔵
浦和コミュニティセンターで）

まちづくり条例、行政評価
自治体の制度設計に参画

実務と研究を双方にフィードバック

学部祭で学生らと、地域交流のサロン
を開催

り
方
」
な
ど
、
介
護
福
祉
に

従
事
す
る
人
の
安
全
や
健
康

管
理
の
問
題
に
斬
り
込
ん
だ

の
も
同
様
だ
。

　

一
方
、
社
会
保
障
制
度
で

の
医
療
と
介
護
の
制
度
や
シ

ス
テ
ム
は
そ
の
法
律
が
制
定

さ
れ
た
歴
史
的
背
景
を
踏
ま

研
究
テ
ー
マ
が
多
岐
に
渡
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

高
齢
化
の
進
展
と
、
核
家
族

化
な
ど
で
家
族
の
み
で
の
介

護
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
た
の
は
平
成
12
年
。

当
時
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
介

険
制
度
」
と
題
し
た
も
の
だ

っ
た
。

　

現
在
は
地
域
ケ
ア
政
策
と

実
態
、
さ
ら
に
地
域
ケ
ア
を

担
う
人
材
教
育
の
両
側
面
か

ら
の
研
究
を
継
続
し
て
い

る
。
ケ
ア
政
策
を
推
進
す
る

た
め
に
は
介
護
や
福
祉
人
材

研究室で

豊
か
な
地
域
生
活
へ
の
ケ
ア
を
探
る
研
究
に
専
念

通
目
標
の
た
め
に

Ｎ
Ｈ
Ｓ
の
ヘ
ル
ス

ケ
ア
と
自
治
体
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
ケ
ア

の
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ

プ
（
協
働
体
制
）

が
国
家
戦
略
と
し

て
進
め
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
認
知
症
の

人
へ
の
政
策
に
つ

い
て
も
日
本
と
共
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